
2021年度環境目標（2020年度対比）

電力の使用量低減（kwh）：本社事務所
As混合物のロス率低減（％）：各現場施工部門

自動自動車燃料燃費率低減（％）：主に連絡車

一般・建設廃材管理（ｔ）：現場施工部門

『電力の使用量低減（kwh）は、2022.3累計実績

で9370＞2022.3_9347kwh(目標値)を得て23kwh低

減されCO2排出量で15.6kg－Co2低減していま

す。』

『As混合物のロス率』は前年度実績－11.88％
より、目標値を－9.74％に設定、2022年度3月
末累計で-4.22％実績得て、5.52%低減されてい
る。混合物、累計使用実績 21,294.2ｔｘ5.52％＝
1,175ｔの低減され、CO2排出量は、60.29kg-
CO2/ｔ（エコプラザ実績値+標準運搬の燃料含
む）1,175☓60.29=70,841kg-CO2低減し、パ
フォーマンス向上している。

昨年度実績に基づき目標値を-9.74％に設定し、混合
物の無駄やオーバーレイ解析の工夫・路盤仕上り精度
向上・ＩＣＴ活用することに取組んだ結果としている。

『自動車燃料燃費率は3月末累計で目標値

12.96％＞12.52％と0.44％向上し、走行距離に換

算したCO2排出量が増加してる。』

最高責任者の指示に基づく実施対応策、車両燃料の低減、

EV車両の導入、エコドライブ、不用物積載整理と車両の

整備などで燃費率の向上の実施に取組んた成果が出てい

る。現場施工部門は、工事特性によるが極力

軽油・灯油の使用量を抑えること。

昨年度より実施している、無駄な電灯の消灯、使用

していないPC等の電源OFFは実行していたが、社内

待機の人員が多く、電気の消費が多くなり、低減は

されているが伸び悩んでいる。

【一般・建設廃材管理（ｔ）】
現場で発生ごとにマニフェストでそれぞれの処理場

に搬出し、委託処分している。

廃材の発生量は工事ごとに決まるが設計量を極力抑

える等で適正処理をお願いする。 一般ごみは、今

後も分別された容器に処理すること。

☆担当者に協力願います。

『最高責任者よりコメント』
今期も、高規格道路が主としてＩＣＴ活用
することができ、路盤仕上がり精度の向上、
施工日数の短縮により燃料の消費率の低減
することができたが、ＡＳ混合物のロス率
は冬季施工が少ないこともあり、昨年度よ
り増加傾向にある。電気の消費率について
は目標値を満足しているが、伸び悩んでい
る。また、自動車燃料燃費率を低減させた
い。

『総括責任者よりコメント』
環境パフォーマンスの向上を達成するため、
『環境に関する基本方針』及び設定した『環境
目標』を環境マネジメントシステムの継続的改
善を図り、さらなるレベルアップに努めたい。
また、連絡車の燃費率向上を図るために、エコ
ドライブ・アイドリングストップを徹底し、電
気の消費率は来年度の課題としたい。
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